
4年ぶりに開催！
“加陽湿地まつり“で親しみある湿地へ

11月5日、平成29年度に整備が完了した加陽湿地において第7回加陽湿地まつりを地域住民、豊岡市
とともに開催しました。新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により4年ぶりの開催となった今回、
豊岡河川国道事務所からは、保有する災害対策車両3台の展示、加陽湿地や円山川に生息する生物
の紹介パネル展示、フジバカマなど円山川の植物を使った工作体験を行いました。
今後も、地域住民と協力し、加陽湿地の豊かな自然環境を活用した取り組みを続けます。

～豊岡河川国道事務所～

R5.11.5

【問合せ先】 国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所 流域治水課
〒６６８－００２５ 兵庫県豊岡市幸町１０－３ TEL：０７９６－２２－３１２６（代表）

＜概要＞
・日 時： 11月5日（日） 10:00~14:00
・場 所： 加陽湿地（豊岡市加陽地内）
・共 催： 沖加陽区、下加陽区、豊岡市、

豊岡河川国道事務所
・参加人数： 約600名

豊岡河川国道事務所が保有する対策本部車、照明車、ポンプ車の3台を展示し、参加者に災害対策車
両の役割や機能を説明しました。

位置図

災害対策車両展示

湿地や生物を紹介 円山川の植物を使った工作体験

パネルやパンフレットを用いて、加陽
湿地や円山川に生息する生物の紹
介を行いました。また、近畿地方整
備局に興味を持つ学生に、事務所
の取り組みを説明しました。

開会の挨拶
豊岡河川国道事務所荒谷所長

円山川の自然環境に親しみを持ってもらうことを目的として、
円山川の植物を使った工作体験を実施しました。今回は、フジ
バカマの香り袋、植物を使った栞やオーナメントを作ってもらい
ました。

加陽湿地

照明車 対策本部車 ポンプ車 パネルを展示し、車両の役割や機能を説明 対策本部車から照明車のカメラを操作体験

円山川に生息する生物をパネルで紹介 フジバカマを袋に詰めて香り袋を工作


